
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、
赤
城
信
一
医
師
が
登
場
し
て
い
る
の
に
は
驚
い

た
。
小
生
好
み
で
恐
縮
で
あ
る
が
、
函
館
戦
争
に
医
師
が
三
十
数
名
参

加
し
て
い
る
が
、
夫
々
の
詳
細
は
不
明
で
あ
り
、
旧
所
属
、
経
歴
な
ど

の
発
掘
が
の
ぞ
ま
れ
て
い
る
（
小
生
だ
け
が
知
ら
な
い
の
か
も
し
れ
な
い

が
）
。
こ
う
い
う
中
で
の
「
赤
城
信
こ
の
研
究
は
、
今
後
の
研
究
の
拡

が
り
を
期
待
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
同
様
の
意
味
で
「
斉
藤
龍
安
の
周

辺
」
も
多
く
の
史
実
を
教
え
て
く
れ
て
い
る
。
意
外
で
あ
っ
た
の
は
、

函
館
に
お
け
る
ロ
シ
ア
人
医
師
に
関
す
る
記
事
が
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と

で
、
ロ
シ
ア
人
医
師
は
日
本
人
に
接
し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ

う
か
。第
三
の
大
項
目
、
北
海
道
に
お
け
る
医
療
の
専
門
化
に
つ
い
て
は
、

外
科
、
小
児
科
、
産
婦
人
科
、
眼
科
、
耳
鼻
咽
喉
科
、
皮
膚
科
、
麻
酔

科
、
精
神
科
の
八
分
野
に
つ
い
て
記
述
さ
れ
て
い
る
。
各
科
の
分
科
確

立
に
到
る
ま
で
の
先
人
の
歩
み
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
が
、
登
場
す
る

個
人
の
記
載
に
少
々
片
寄
り
が
あ
る
よ
う
に
み
え
、
こ
こ
で
は
各
科
発

達
の
課
題
と
共
に
、
疾
患
に
お
け
る
北
海
道
的
な
病
像
の
変
異
な
ど
の

記
載
が
あ
っ
て
も
良
か
っ
た
と
思
う
。

紙
数
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
、
教
育
に
ま
で
言
及
出
来
な
か
っ
た
。

今
後
の
注
文
と
し
て
、
女
医
の
問
題
、
歯
科
の
問
題
を
あ
げ
て
お
き
た

い
○

本
書
を
ひ
も
ど
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
北
方
の
地
域
医
史
の
視
点
か
ら

全
国
的
な
視
野
に
す
す
む
出
発
点
を
捕
え
ら
れ
る
と
思
う
の
で
、
各
科

の
医
師
、
医
師
以
外
の
研
究
者
に
一
読
す
る
よ
う
お
奨
め
し
た
い
。

（
中
西
淳
朗
）

北
里
研
究
所
束
洋
腿
学
総
合
研
究
所
医
史
学
研
究
部
編

「
「
扁
鵲
倉
公
列
伝
」
幻
雲
注
の
翻
字
と
研
究
」

司
馬
遷
は
、
あ
る
時
代
に
生
き
た
人
物
を
『
史
記
」
と
い
う
歴
史
書

に
映
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
永
遠
の
命
を
与
え
た
の
で
あ
っ
た
。
あ
る
時

に
は
、
伝
説
上
の
人
物
に
も
命
を
与
え
、
生
き
生
き
と
私
達
に
そ
の
時

代
の
世
界
を
見
せ
て
く
れ
る
。
彼
に
よ
っ
て
と
ら
え
ら
れ
た
時
空
は
、

一
つ
の
完
成
し
た
世
界
と
い
う
印
象
を
感
じ
る
。

司
馬
遷
は
『
史
記
」
の
「
自
序
」
の
中
で
、
「
正
義
を
保
持
し
、
人
に

屈
せ
ず
、
お
の
れ
は
時
機
を
失
わ
ず
し
て
、
功
名
を
天
下
に
た
て
た
人

び
と
に
つ
い
て
は
、
七
十
の
列
伝
を
作
る
」
（
小
川
環
ら
訳
『
史
記
列
伝
」
）

と
、
列
伝
を
た
て
る
意
義
を
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
「
扁
鵲
は
、
医
学

の
処
方
を
な
す
も
の
の
お
お
も
と
で
あ
る
。
術
数
を
ま
も
り
、
そ
れ
を

明
ら
か
に
し
、
後
世
の
順
序
を
定
め
た
。
倉
公
は
、
ま
た
扁
鵲
に
近
い

存
在
で
あ
る
。
」
と
、
こ
の
医
学
に
か
か
わ
る
二
人
の
伝
記
を
述
べ
る
理

由
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
「
扁
鵲
倉
公
列
伝
」
は
古
来
難
解
で
あ
っ
た
。
今
な

お
、
こ
の
列
伝
の
理
解
は
完
全
で
は
な
い
。
小
川
ら
は
『
史
記
列
伝
」

（
岩
波
文
庫
）
を
翻
訳
す
る
の
に
、
「
扁
鵲
倉
公
列
伝
」
と
「
亀
策
列
伝
」

は
正
確
に
訳
し
う
る
自
信
が
な
い
と
し
て
訳
し
て
い
な
い
。

〔
北
海
道
医
史
学
研
究
会
刊
伽
札
幌
市
中
央
区
大
通
西
六
丁
目
（
北
海
道
医

師
会
内
）
、
電
話
○
二
’
二
三
一
’
一
四
三
二
、
一
九
九
六
年
六
月
発
行
、

Ａ
５
判
、
三
四
四
頁
、
非
売
品
〕
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こ
の
難
解
な
「
史
記
・
扁
鵲
倉
公
列
伝
」
に
、
す
で
に
詳
細
な
註
釈

を
ほ
ど
こ
し
た
人
が
い
た
。
約
五
百
年
ま
え
の
室
町
時
代
の
禅
僧
、
月

舟
寿
桂
（
一
四
六
○
’
一
五
二
三
）
で
あ
る
。
こ
の
註
釈
を
ほ
ど
こ
し
た

原
本
が
今
日
ま
で
伝
来
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

所
蔵
の
国
宝
・
南
化
本
「
史
記
」
扁
鵲
倉
公
列
伝
で
あ
る
。

こ
の
書
物
は
す
で
に
、
影
印
で
利
用
し
や
す
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

（
オ
リ
エ
ン
ト
出
版
社
『
東
洋
医
学
善
本
叢
書
」
）
。
し
か
し
印
影
が
、
は
っ

き
り
し
な
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
り
、
落
丁
が
あ
っ
た
り
、
ま
た
墨
字
の

ま
ま
で
あ
る
か
ら
専
門
家
以
外
に
は
読
み
に
く
い
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
た
び
、
北
里
研
究
所
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
医
史
学
研
究
部
の

メ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て
、
墨
書
の
部
分
の
翻
字
が
行
わ
れ
、
さ
ら
に
文
献

研
究
と
伝
記
研
究
が
さ
れ
、
。
扁
鵲
倉
公
列
伝
」
幻
雲
注
の
翻
字
と
研

究
』
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。
翻
字
は
周
到
に
行
わ
れ
、
原
書
の
雰
囲
気

を
失
わ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
研
究
は
、
小
曽
戸
洋
「
幻
雲

の
医
界
に
お
け
る
交
友
関
係
」
宮
川
浩
也
「
幻
雲
所
引
の
『
難
経
」
に

つ
い
て
」
「
幻
雲
附
票
の
『
難
経
』
註
釈
の
引
用
状
況
」
「
『
存
真
環
中
図
』

ｌ
幻
雲
所
引
文
か
ら
の
検
討
」
真
柳
誠
「
幻
雲
が
引
用
し
た
「
東
垣
十

耆
筐
小
曽
戸
洋
「
幻
雲
か
ら
道
三
へ
」
の
六
編
で
あ
る
。
附
録
に
、
江

戸
時
代
の
嘉
永
二
年
に
丹
波
元
堅
が
南
宋
本
を
影
印
し
た
「
扁
鵲
倉
公

伝
』
を
載
せ
て
い
る
。
さ
ら
に
索
引
も
完
備
し
て
い
る
。
小
林
健
二
「
存

誠
薬
室
刊
影
宋
本
「
扁
鵲
倉
公
伝
』
一
宇
索
引
」
宮
川
浩
也
ヨ
史
記
」

扁
鵲
倉
公
伝
幻
雲
附
票
所
引
害
名
及
人
名
索
引
‐
一
の
二
編
で
あ
る
。

こ
の
書
物
の
最
大
の
収
穫
は
、
翻
字
に
あ
る
。
古
文
書
の
ご
と
き
難

解
な
墨
書
の
注
解
を
、
一
つ
ず
つ
翻
字
し
、
典
拠
の
あ
る
も
の
は
そ
れ

ぞ
れ
の
古
文
献
で
検
証
し
て
、
完
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
さ
し
く
時

間
と
努
力
と
忍
耐
の
集
大
成
で
あ
る
。
い
く
ら
か
の
部
分
に
つ
い
て
、

墨
書
と
翻
字
を
比
べ
て
み
た
が
そ
の
完
成
度
は
高
く
、
誤
字
を
見
つ
け

る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

多
く
の
研
究
は
す
で
に
、
医
史
学
会
な
ど
で
発
表
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
が
、
活
字
と
な
っ
て
み
る
と
そ
の
所
論
が
明
確
と
な
り
、
今
後
の
研

究
に
必
ず
お
お
き
な
影
響
を
与
え
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ど
の
論
文

で
も
明
ら
か
に
さ
れ
る
こ
と
は
、
月
舟
寿
桂
す
な
わ
ち
幻
雲
の
医
学
知

識
の
豊
富
さ
で
あ
り
、
そ
の
文
献
学
的
方
法
論
の
確
か
さ
で
あ
る
。
ま

た
供
伝
の
文
献
や
、
由
来
の
異
な
る
文
献
を
、
こ
の
書
物
か
ら
利
用
で

き
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
宮
川
や
真
柳
の
論
文
は
、
書
誌
学
上
の
大

き
な
成
果
で
あ
る
。
小
曽
戸
は
こ
の
時
代
の
医
学
の
流
れ
を
明
ら
か
に

し
、
近
世
日
本
医
学
興
隆
の
学
術
的
・
社
会
的
背
景
に
つ
い
て
の
多
角

度
の
視
点
か
ら
の
研
究
の
必
要
性
を
提
言
し
て
い
る
。

索
引
の
二
点
は
有
用
で
あ
る
。
小
林
の
一
宇
索
引
は
、
Ｃ
Ｄ
Ｒ
Ｏ
Ｍ

で
発
表
さ
れ
た
文
献
索
引
を
基
礎
と
し
て
い
る
。
そ
の
実
用
性
か
ら
い

え
ば
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使
っ
た
Ｃ
Ｄ
Ｒ
Ｏ
Ｍ
の
索
引
で
あ
る
が
、

簡
便
性
か
ら
い
え
ば
こ
の
本
で
あ
る
。
宮
川
の
索
引
は
こ
の
本
を
利
用

す
る
に
は
不
可
欠
の
も
の
で
あ
り
、
こ
の
江
戸
以
前
に
存
在
し
た
書
物

の
書
誌
学
的
調
査
に
は
、
力
を
発
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
書
物
の
内
容
か
ら
見
れ
ば
、
幻
雲
の
注
記
こ
そ
大
切
で
あ
る
。

そ
の
注
記
は
、
彼
の
時
代
の
医
学
の
状
況
を
あ
ら
わ
し
、
ま
た
中
国
と

日
本
、
さ
ら
に
書
物
の
伝
来
や
、
禅
宗
の
僧
侶
の
医
学
知
識
ま
で
わ
か

る
も
の
で
あ
る
。
読
後
の
印
象
を
述
べ
れ
ば
、
こ
の
注
記
は
ど
ち
ら
か
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と
い
う
と
臨
床
に
役
立
つ
記
事
を
多
く
引
用
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

幻
雲
に
少
し
遅
れ
る
が
扁
鵲
と
倉
公
の
歴
史
考
証
に
重
点
が
置
か
れ
て

い
る
浅
井
図
南
の
『
扁
鵲
倉
公
列
伝
割
解
」
な
ど
と
く
ら
べ
て
の
話
で

あ
る
。
こ
の
二
本
を
用
い
て
、
「
扁
鵲
倉
公
列
伝
」
を
読
む
と
、
あ
る
程

度
は
理
解
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
幻
雲
を
し
て
弓
倉
公
伝
』
の
文
章
は
詰
屈
、
句
読
を
分
け
難

い
」
と
言
わ
し
め
て
い
る
。
と
く
に
近
年
の
中
国
の
注
釈
は
あ
て
に
な

ら
な
い
。
い
ま
こ
の
書
物
が
出
版
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
新
た
な
『
扁

鵲
倉
公
列
伝
」
の
研
究
が
始
ま
る
。

本
書
は
文
部
省
平
成
６
年
度
～
７
年
度
科
学
研
究
補
助
金
一
般
研
究
。
、

研
究
課
題
番
号
０
６
８
０
７
１
７
５
「
国
宝
・
上
杉
本
「
史
記
二
扁
鵲
倉
公
伝

に
お
け
る
月
舟
寿
桂
注
の
医
史
学
的
研
究
」
（
研
究
代
表
者
”
小
曽
戸
洋
）
の

研
究
報
告
書
で
あ
る
。

日
本
晨
害
全
集
の
編
纂
は
全
七
十
二
巻
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
六
十
巻
に
『
畜
産
・
獣
医
』
が
登
場
し
て
い
る
。

（
猪
飼
祥
夫
）

〔
北
里
研
究
所
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
医
史
学
研
究
部
編
二
束
京
都
港
区

日
金
五
’
九
’
一
、
電
話
○
三
’
三
四
四
四
’
六
一
六
一
、
一
九
九
六
年

三
月
発
行
、
Ａ
４
判
、
二
五
五
頁
、
非
売
品
〕

現
代
語
訳
・
注
氾
・
解
題
、
松
尾
信
一
ほ
か

Ⅱ
本
農
岱
全
集
第
六
卜
巻
『
畜
産
・
獣
医
」

獣
医
史
学
の
研
究
も
他
の
史
学
分
野
と
同
様
に
、
ま
す
ま
す
細
分
化

さ
れ
て
追
究
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
本
全
集
の
執
筆
者
は
い
ず
れ
も
獣

医
史
研
究
家
と
し
て
著
名
で
あ
り
、
テ
ー
マ
が
近
世
江
戸
時
代
に
お
か

れ
て
い
る
た
め
、
そ
の
資
料
の
選
択
に
も
興
味
の
も
た
れ
た
処
で
あ
っ

た
が
、
次
の
文
献
資
料
か
ら
収
録
組
立
て
ら
れ
て
い
る
。

い
小
鳥
の
部
「
鶉
害
」
慶
安
二
二
六
四
九
）
年
刊
行
、
蘇
生
堂
主
人

著
⑤
犬
の
部
『
犬
狗
養
畜
伝
」
天
保
七
二
七
二
二
）
年
、
暁
鐘
成
著

卿
馬
の
部
『
厩
作
附
飼
方
之
次
第
」
近
世
後
期
の
出
版
、
著
者
未
詳
個

牛
の
部
『
牛
書
」
中
国
か
ら
渡
来
し
た
原
本
の
写
し
に
よ
っ
て
、
延
享

元
（
一
七
四
四
）
年
頃
製
本
さ
れ
た
が
、
作
者
は
未
詳
㈹
馬
の
部
『
安

西
流
馬
医
巻
物
」
宝
永
七
（
一
七
一
○
）
年
刊
行
、
安
西
播
磨
守
著
㈹

馬
の
部
「
万
病
馬
療
鍼
灸
撮
要
』
宝
暦
十
（
一
七
六
○
）
年
初
版
、
平
安

隠
士
、
泥
道
人
著
㈲
馬
の
部
「
解
馬
新
書
」
嘉
永
五
（
一
八
五
二
）
年
、

菊
池
東
水
著
の
七
編
で
あ
る
。

さ
ら
に
こ
れ
ら
の
底
本
の
す
べ
て
に
対
し
て
、
執
筆
者
の
配
慮
に
も

と
づ
く
懇
切
で
分
り
や
す
い
現
代
語
訳
、
注
記
、
人
物
伝
、
豊
富
な
図

版
等
が
付
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
紙
幅
は
原
書
を
は
る
か
に
越
え
る

量
と
な
り
、
解
題
の
部
だ
け
を
採
り
あ
げ
て
も
、
独
立
し
た
参
考
書
と

し
て
組
立
て
ら
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
獣
医
史
専

攻
で
な
い
私
に
も
、
江
戸
時
代
に
刊
行
さ
れ
た
代
表
的
獣
医
、
畜
産
害

ま
た
動
物
図
絵
等
を
学
ぶ
こ
と
が
可
能
と
な
り
有
意
義
で
あ
っ
た
。
た

と
え
ば
巻
頭
に
記
載
さ
れ
て
い
る
底
本
に
関
連
す
る
珍
ら
し
い
資
料
写

真
の
数
々
、
原
書
の
漢
文
体
に
対
す
る
現
代
語
訳
の
調
合
の
と
れ
た
配

置
な
ど
、
読
者
の
目
を
思
い
は
か
る
収
録
方
法
と
い
え
よ
う
。
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